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（第四圖参層目
坪賃；志布志の田
野邊氏によります
と三個に分裂した
初めの形と終りの
形と配置が異った
と云ふ事です．種
子島では上申下三
段に並んで飛んだ
とあり，屋久島の
観測では先頭のも
のと2番目とは1米
程ド毒5り2番目と3番
目とtま30糎程離れ
てみたさうです．
此は流星と槻測温との距離の攣化より又分散後各個の受ける室氣抵抗の
差異に依るものと思ひます．
258 昭和九年八月廿一日夜鹿兇島南：方海上を飛んだ大流星に就いて　天界董69
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
12＞其他
　　イ）各地問合せの結果，朝鮮木浦の藤森氏，大瀬崎の寵坂氏より怪火の
　　　　話は聞かないとの由，爾上海，門司の汽船會批支店，同夜玄海回航
　　　　海中であった瑞四三，亜米利加丸，長江丸，等に問合しましたが返
　　　　信なく，佐多岬燈壷，坊ノ津燈豪からも返信ありませんでした．
　　口）今後新聞等に大流星の飛んだらしい記事のある時は直ちに新聞を利
　　　　用して實見者の記憶の新しい聞に實見談，スケッチ等邊附してもら
　　　　ふ事が第一です．
結び
　　以上記しました様に火魂とか人魂とか無音怪飛行機とか大騒ぎしました
　　怪火もその正髄は珍らしい大流星でありました，無音飛行機なら面白か
　　つたのでしたが淺念でした。早く日本で音のせぬ飛行機を完成し度いも
　　のです．
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◎本年三月京大理學部宇宙物理學教室を卒業された新理學士は下の二氏である・
　　　　　　理學士公友武彦氏，　恥辱士高倉正明K
